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1. はじめに 

放電やプラズマを用いて水中の有害有機化合物

を分解し、廃水を浄化する研究が注目されている。

我々の研究室では大気圧アルゴン(Ar)プラズマジ

ェットを用いて、水中の有害有機化合物の分解を

目指した研究を行っている。この研究の中で以前

我々は、蒸留水に大気圧 Ar プラズマジェットを

照射すると、蒸留水中に過酸化水素(H2O2)[1]およ

び硝酸(HNO3)と亜硝酸(HNO2)[2]が生成されるこ

とを報告した。 

本発表では、蒸留水へ大気圧 Ar プラズマジェ

ットを照射すると、蒸留水中にアンモニア(NH3)

が生成されることを報告する。 

 

2. 実験 

大気圧Arプラズマジェットは、周波数10 kHz、

印加電圧 10 kV、Arガス流量 10 L/分間で発生させ

た。直径 60 mm のガラス製ペトリ皿に蒸留水を

10 mL入れ、プラズマジェットを 0～30分間照射

した。照射距離(石英管先端から液面まで)は、15 

mm とした。蒸留水中のアンモニウムイオン

(NH4
+
)濃度の測定は、フローインジェクション分

析(FIA)法で行った。検出はインドフェノールブル

ー法を用いた。検出波長は635 nmとした。FIA装

置は、送液ポンプ(日本分光製PU-2080)、検出器(日

本分光製 UV-2075)、レコーダー(島津製作所製ク

ロマトパック CR-8A)、恒温槽(SNK製 R-5000C)、

マニュアルインジェクションバルブ(Rheodyne 製

7725)によって構成されているものを用いた(図 2)。 

 

3. 結果と考察 

図3にFIA測定から得られた蒸留水中でのNH4
+

濃度のプラズマ照射時間依存性を示す。プラズマ

照射前では 0 mM、10分間照射後では 0.49 mM、

20 分間照射後では 0.93 mM、30 分間照射後では

1.48 mMであった。 

これらの結果から、蒸留水へプラズマジェット

を照射すると蒸留水中にNH3が生成され始め、プ

ラズマ照射時間の増加に伴い比例的に NH3 濃度

が増加することがわかった。 
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図 1 蒸留水への大気圧プラズマジェット照射の 

様子 

C

Injector
Recorder

Pump

R1

20 μL

R2

Pump

Pump

Reaction
Tube (75℃)

UV-vis. 
detector

Waste

0.50 mL/min

0.50 mL/min

0.50 mL/min
 

図 2 アンモニア測定用 FIA装置図 
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図 2 FIA測定から得られた蒸留水中でのNH4

+ 

濃度のプラズマ照射時間依存性 
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